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(消防局総務部総務課） 

（消防局警防部救急課） 

 

【議案第８９号】 

損害賠償額の決定及び和解について 

 

 

１ 提案理由 

心臓機能停止前の相手方に対しアドレナリンを誤投与し、後遺障害を与えた事故（以下「本件事                                           

故」という。）について、損害賠償の額を定め、相手方と和解することについて、地方自治法第   

９６条第１項第１２号及び第１３号の規定に基づき、議決を求めるものである。 

２ 事故概要 

令和３年１０月３日に発生した救急事案において、医療機関への搬送途上、アナフィラキシ

ー症状を呈する相手方（当時１０代、女性）に対し、救急救命士が本来心臓機能停止後にしか

投与できないアドレナリンを心臓機能停止前に投与できると誤認し、ちば消防共同指令センタ

ーに常駐する医師（以下「常駐医師」という。）に対し指示要請を行った。その後、常駐医師

から指示を受けた救急救命士が相手方に対しアドレナリンを静脈内投与した結果、相手方に致

死的不整脈が起こり一時心肺停止状態となったものである。 

 ※アドレナリンの投与…医師からの具体的な指示を受けて救急救命士が行うことができる厚生労働省令で定められた

救急救命処置の一つ 

３ 損害賠償額 

  総額：６３,１００,１２３円 

（本市が加入している「（一財）全国消防協会消防業務賠償責任保険」が民事交通事故訴訟損害

賠償額算定基準に基づき算定し、相手方へ提案した結果、双方が合意に至ったもの。） 

内訳 本市の賠償額 備考 

逸失利益※ ４６,６００,１７４円 性別・学歴・年齢等から算出 

後遺症慰謝料 １０,０００,０００円 後遺障害７級（高次脳機能障害） 

治療費 ５,１８９,３３１円 支払い済み 

慰謝料 １,２２０,０００円 入院２カ月、通院１カ月 

諸雑費 ９０,６１８円 通院費、入院雑費 

※ 逸失利益は、将来の収入に対して、後遺症による労働能力の喪失の程度に基づき算出し                                        

た損害額を賠償するもの。 

４ 賠償責任 

本件事故は、アドレナリン投与を行った救急救命士及び指示を行った常駐医師の過失により

発生した事故で、救急救命士については地方公務員法第３条第２項に規定する「一般職」であ

り、常駐医師についても地方公務員法第３条第３項第３号に規定する「非常勤の嘱託員」であ

るため、国家賠償法第１条第１項により、本市が賠償責任を負うものである。 

 

 

 

 

 

 

議案書 Ｐ１７～１８ 
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(消防局総務部総務課) 

(消防局警防部救急課) 

 

【議案第７６号】 

 

令和６年度千葉市一般会計補正予算（３号）中所管 

［救急救命処置事故賠償金］ 

 

 

 

１ 補正理由 

救急活動時の救急救命処置による事故に関して、示談の内諾が得られたため、損害賠償額を支払

うための増額補正を行うものである。併せて、本市で加入している消防業務賠償責任保険からの本

件事故に係る保険金収入の歳入補正を行うものである。 

２ 補正額及び内訳 

（１）歳出補正（単位：千円） 

内容 補正額 財源内訳 

救急救命処置事故賠償金 ５７,９１１ その他（保険金収入） ３１,５５０ 

一般財源 ２６,３６１ 

※事故に係る損害賠償額の６３,１００,１２３円のうち、一部払い済みの治療費 

５,１８９,３３１円を控除した、５７,９１０,７９２円を支出する予定である。 

（２）歳入補正（単位：千円） 

内容 補正額 

消防業務賠償責任保険金収入 ３１,５５０ 

３ 事故概要 

令和３年１０月３日に発生した救急事案において、医療機関への搬送途上、アナフィラキシ

ー症状を呈する相手方（当時１０代、女性）に対し、救急救命士が本来心臓機能停止後にしか

投与できないアドレナリンを心臓機能停止前に投与できると誤認し、ちば消防共同指令センタ

ーに常駐する医師（以下「常駐医師」という。）に対し指示要請を行った。その後、常駐医師

から指示を受けた救急救命士が相手方に対しアドレナリンを静脈内投与した結果、相手方に致

死的不整脈が起こり一時心肺停止状態となったものである。 

 ※アドレナリンの投与…医師からの具体的な指示を受けて救急救命士が行うことができる厚生労働省令で定められた

救急救命処置の一つ 

４ 保険金収入 

  本市は（一財）全国消防協会の消防業務賠償責任保険に加入しており、本市が負う賠償金の

うち救急救命士の過失に伴う賠償金額については救急救命士特別約款により保険にて補填さ

れるが、常駐医師の過失分については当該保険の対象外となる。 

  本市と保険会社で協議した結果、救急救命士の過失割合が５割となったため、損害賠償額６

３,１０１千円のうち、救急救命士の過失分に当たる３１,５５０千円が保険金として千葉市に

支払われる。 

補正予算書（歳出）Ｐ８・１６ 

     （歳入）Ｐ１１ 
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(消防局警防部指令課) 

【議案第８５号】 

財産の取得について 

 

 

１ 趣旨 

消防救急デジタル無線機は導入から１１年が経過し、経年劣化による 

無線機本体の損傷やデジタル表示部の不具合等が増加していることから、

適正な消防力を維持するためには消防救急デジタル無線機の更新が必要な

状況となっている。 

このことから、消防救急デジタル無線機を取得することについて、「議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例」第３条の 

規定に基づき、議決を求めるものである。 

 

２ 財産の取得概要 

（１）取得財産 

消防救急デジタル無線機 １５４式 

（内訳） 

 

※参考 

  
卓上型移動局 

消防救急デジタル無線機 

車載型移動局 

消防救急デジタル無線機 

卓上型移動局
消防救急デジタル無線機

車載型移動局
消防救急デジタル無線機

携帯型移動局
消防救急デジタル無線機

可搬型移動局
消防救急デジタル無線機

取得機種
富士通ゼネラル社製
ＣＭ-２０１２ＤＭ

富士通ゼネラル社製
ＣＭ-２０１２Ｄ

富士通ゼネラル社製
ＣＰ-２０１１Ｐ

富士通ゼネラル社製
ＣＭ-２０１２ＳＭ

取得数量 １４式 ８０式 ５６式 ４式

取得予定単価
（税込）

３，１６２，５００円 ２，２７２，６００円 ６８７，５００円 ２，６７３，０００円

議案書 Ｐ１３ 
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(消防局警防部指令課) 

  
携帯型移動局 

消防救急デジタル無線機 

可搬型移動局 

消防救急デジタル無線機 

 

（２）取得予定価額（税込） 

２７５，２７５，０００円 

（３）契約方法 

  一般競争入札 

 

３ 予算措置及び財源内訳 

（１）予算措置 

令和６年度 当初予算 

（２）財源内訳（予定） 

                               （円） 

総事業費 
財源内訳 

備考 
市債※ 一般財源 

275,275,000 275,000,000 275,000 

※緊急防災・減災事業債 

（交付税措置参入率：70％、 

交付税措置額：192,500,000） 

 

４ 今後の予定 

（１）本契約の締結 議会での議決後（１０月中） 

（２）納入期限   令和７年３月２１日 
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